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１．評価結果 

評価ランク：Ｓ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 これまでに報告されている中では最長となる約70年間にわたる海表面プラスチックごみ密度の長

期変動を解析することにより、停滞期と再増加期があることを世界で初めて明らかにし、海洋に流出

したマイクロプラスチックの輸送と沈降除去過程を高精度で再現・予測できるモデルを開発した。ま

た、2015年以降にみられるプラスチック重量濃度の急増に関するメカニズムについても学術的にユ

ニークな知見を得ており、論文化にもつながっている。海洋プラスチックを理解するための多くの成

果を生み出したことは科学的、社会的に高く評価でき、本課題の成果が今後様々な排出抑制の方策に

つながることが期待される。本課題で得られたデータや開発された解析システムが、A-Plat等のプ

ラットフォーム上で利用できるように配慮してもらいたい。 


